
シンフォギア　キエル未来

時雨の思い



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
■
■
■
?
■
■
??
‥
‥
エ
ラ
ー
こ
の
事
件
に
関
す
る
情
報
が
読
み
取
れ
ま
せ

ん
‥
‥

　
シ
ス
テ
ム
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン

　
・

　
・

　
・

　
・

　
プ
ツ
ン
ッ

　　
ど
う
や
ら
ア
ノ
事
件
に
関
す
る
情
報
が
消
さ
れ
て
る
か
厳
重
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ

れ
て
る
な
、
仕
方
な
い
直
接
見
に
行
く
か
。

　【
シ
ン
フ
ォ
ギ
ア
因
果
律
編
シ
リ
ー
ズ
２
】



　
　
目
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希
望
の
オ
ワ
リ
、
絶
望
の
ハ
ジ
マ
リ

　　
楽
し
か
っ
た
日
々
、
平
和
だ
っ
た
日
常
、
続
く
戦
い
の
日
々
、
何
時
も
隣
に
い

て
く
れ
た
大
切
な
人
、
未
知
に
溢
れ
た
未
来
、
そ
の
全
て
が
今
全
て
崩
れ
去
る
。

　
?
「
ゴ
ホ
ッ
…
…
…
大
丈
夫
だ
よ
…
私
は
響
の
事
を
信
じ
て
る
か
ら
…
…
…
」

　
口
か
ら
大
量
の
血
を
吐
き
な
が
ら
腹
を
黒
い
人
の
形
を
し
た
者
の
右
腕
で
貫

か
れ
て
い
る
少
女
小
日
向
未
来
が
言
う
。

　
?
「
ァ
…
…
…
ア
ッ
…
…
…
ア
"
ァ
"
ァ
"
ァ
"
ァ
"
ァ
"
ァ
"
ァ
"
ァ
"
ァ

"
ア
"
‼
」

　
目
か
ら
涙
を
流
し
、
ま
る
で
荒
れ
狂
う
獣
の
よ
う
に
叫
ん
だ
。

　
未
来
「
響
…
…
…
泣
か
な
い
で
…
…
…
」

　
自
分
の
右
手
を
響
の
頬
に
当
て
優
し
く
撫
で
る
。

　
響
「
ア
ァ
…
…
…
…
…
…
ミ
…
…
…
ク
…
…
…
…
…
…
」

　
頬
に
当
て
ら
れ
て
る
未
来
の
手
に
自
分
の
左
手
を
震
え
な
が
ら
重
ね
る
。

　
未
来
「
ヒ
ビ
…
…
キ
…
…
…
ヒ
ビ
…
…
…
…
…
…
キ
…
…
…
…
…
…
」

　
未
来
は
響
に
何
か
を
言
お
う
と
す
る
が
体
か
ら
段
々
力
が
ぬ
け
声
に
も
力
が

入
ら
な
く
な
っ
て
行
く
。

　
響
「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
」

　
ダ
ラ
リ
ッ
と
響
の
頬
に
当
て
ら
れ
た
右
手
が
力
無
く
落
ち
る
、
響
の
頬
は
血
で

汚
れ
て
赤
く
な
っ
て
い
た
。

　
未
来
「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
」

　
響
「
…
…
…
…
…
…
ミ
ク
…
…
…
…
…
…
…
…
…
」

　
ビ
シ
ャ
ッ
!

　
響
は
右
手
を
未
来
の
体
か
ら
抜
き
、
両
手
で
優
し
く
抱
え
地
面
に
寝
か
せ
る
。

　
響
「
ワ
タ
…
…
シ
ハ
…
…
…
…
…
…
」

　
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
自
分
の
手
を
見
る
。

　
響
「
未
来
を
…
…
…
コ
ロ
シ
タ
…
…
…
…
…
…
」

　
ド
ッ
ク
ン
ッ
と
鼓
動
が
ギ
ア
ペ
ン
ダ
ン
ト
か
ら
鳴
る
、
そ
し
て
黒
く
濁
り
輝
き

だ
し
た
。

　
響
「
胸
が
熱
い
…
…
…
!
、
何
…
…
コ
レ
?
ウ
グ
ッ
!
ハ
ァ
‥
ハ
ァ
‥
ハ
ァ

‥
‥
」
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呼
吸
が
速
く
な
る
、『
怖
い
』
そ
の
一
つ
の
感
情
が
今
の
響
を
支
配
し
て
い
た
。

　
響
「
ハ
ァ
…
…
ハ
ァ
…
…
ハ
ァ
…
…
ハ
ァ
…
…
力
が
抑
え
ら
れ
な
い
…
…
!
」

　
そ
し
て
、
黒
く
染
ま
り
き
っ
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
か
ら
黒
い
何
か
が
響
の
全
身
を
包

ん
だ
。

　
響
「
こ
れ
は
、
暴
ｓ
…
…
…
…
…
」

　
黒
い
何
か
に
包
ま
れ
た
響
は
そ
の
ま
ま
意
識
を
落
と
し
た
、
暗
い
暗
い
闇
の
底

に
。

　　
響
を
包
ん
だ
黒
い
何
か
は
増
殖
を
続
け
、
約
５
階
建
て
の
家
の
大
き
さ
ま
で
膨

ら
み
、
そ
の
形
は
黒
い
禍
々
し
い
色
を
し
た
卵
だ
っ
た
。

　
ミ
シ
ッ
ミ
シ
ッ
パ
キ
ッ

　
そ
し
て
卵
に
ヒ
ビ
が
生
ま
れ
砕
け
散
り
、
中
か
ら
魔
神
が
生
ま
れ
た
。

　
?
「
…
…
…
…
…
…
」

　
背
中
に
四
枚
の
翼
を
持
ち
滑
ら
か
な
ラ
イ
ン
の
尻
尾
を
二
本
生
や
し
、
頭
に
は

四
本
の
鋭
い
角
、
目
は
白
い
所
が
黒
に
黒
い
所
が
紫
に
色
を
変
え
て
い
た
、
体
は

刺
々
し
い
し
く
成
っ
た
鎧
ら
し
き
物
を
身
に
つ
け
赤
い
ラ
イ
ン
が
全
身
に
走
っ

て
い
た
。

　
?
「
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
ニ
ヤ
ァ
」

　
禍
々
し
い
姿
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
立
花
響
は
、
三
日
月
の
様
な
笑
み
を
し
た
。

　
響
「
ア
ハ
‥
‥
‥
‥
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
‼
」

　
響
の
壊
れ
た
笑
い
声
が
街
に
響
い
た
。

　　
?????
　
?
「
絶
望
が
始
ま
る
、
白
か
ら
黒
へ
、
善
か
ら
悪
へ
、
そ
の
壊
れ
た
心
は
も
う

直
せ
な
い
、
こ
の
世
界
は
ア
ノ
子
《
立
花
響
》
に
残
酷
過
ぎ
た
」
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